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就任のご挨拶

港ユネスコ協会会長 高井光子

この度、三輪公忠会長の後任として会長をお引き受けすることになりまし

た。この大役を、微力な私でつとまるのか甚だ心もとないのですが、一生懸

命につとめさせていただきたいと存じております。

当協会は1981年 10月 17日の設立以来、今年で30年目に入ります。三輪

先生は、初代会長丹下健三先生の後、18年にわたって港ユネスコ協会を率い

て下さいました。三輪先生の力強いリーダーシップがあったからこそ、私ど

もは安心して、時代の先端を行く、多彩な活動を展開することができました。

お陰さまで、当協会は大きくかつ着実に発展し続けてきました。

改めて、長年にわたる三輪会長の大きなご功績に心からお礼申し上げます。名誉会長となられま

しても、変わらぬご指導とお力を賜りますようにお願い申し上げます。

当協会は誕生以来、港区教育委員会の多大なご協力のもと、ユネスコ憲章に謳われている「戦争

は人の心の中で生れるものであるから、人の心の中に平和のとりでを築かなければならない」とい

う理念にそって、「共に生きる平和な地球社会の実現をめざす」活動を、そして根拠地・港区の特

徴である国際的な地域性を生かした活動を、積み重ねてまいりました。

今後ますます世界を視野に入れた活動、地域社会を豊かにする活動が重要となり、必要とされま

しょう。これまでの流れを大きく変えることなく継続しながら、さらに、時代に即した活動も適宜

取り入れ、新しい方々の参加を呼びかけながら、活発に発展させていきたいと願っております。皆

さまのお力を頼りにしています。参加を通してボランティア活動の楽しさ、面白さ、意義、喜びを

体験していただければ幸いです。

この機をおかりして、会員各位のご支援にお礼申し上げますと共に、われわれの活動にご支持を

示してくださっている各方面の多くのかたがたに深く感謝申し上げます。そして今後とも、なお一

層のご支援・ご協力をお願い申し上げます。

(2010年 4月 24日)
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～三輪公忠名誉会長、会長在任 18 年間を回顧して～

「私が務めた会長 18 年、何と日本の停滞の二〇年と重なっています」

港ユネスコ協会 名誉会長 三輪公忠

1992 年から本年 2010 年まで、後世の人は「暗黒と

停滞」の 20 年という、平成の歴史と重ねて想起するで

しょうか。バブルがはじけた日本経済。国際政治に存

在感が希薄になった 20 年間、いつの間にか経済力でア

メリカについで世界第二位の位置は、中国に奪い取ら

れてしまっている。

アジア太平洋戦争の最後の年それもあと 3 ヶ月で大

日本帝国が連合国に降伏するというのに、既定のレー

ルに乗せられたまま、1945 年 5 月 11 日特攻機に座乗

した 22 歳の学徒兵は、沖縄戦に飛び立ち、南海に消え

ていった。

「俺は自由主義者だ、自由主義が勝ち、全体主義が負けるのは歴史が実証済みだ、日本は負け

る、だけど、俺が死ななければ、日本は変わらない。どうか愛する日本の国民の皆さん、日本を

偉大な国にしてください。それが私の唯一のねがいです」と死出の旅路につく前夜、陸軍報道記

者の求めに応じて、最後の最後の「遺書」にそうしたためた青年学徒であった。

その人は、私にとって戦前の中学の先輩でした。敗戦の年私は 16 歳、この先輩のこの戦争を

生き延びた同胞に託した願いをはっきり意識して『きけ わだつみのこえ』で読み取ったのは『日

本・1945 年の視点』（東京大学出版会、1986 年）の「あとがき」を書いているときでした。

それ以降私は一時もこの先輩の言葉を忘れたことがありませんでした。時々疲れて、「先輩、

許してくださいよ、私にだって私の人生があるのですから」とため息まじりに呟きたくなること

がありました。

「『ヴォランティア』って神様がやりたいことを、私達に託された事としてやる事ですよ」な

んて、港ユネスコの会員の皆さんにお話したことがありましたでしょ。それは私とすれば、あの

先輩に託された事をし続けるのと同じというか、重なり合っていたといっていいことでした。

ずいぶん偉そうなことを言ってごめんなさい。でも本来怠け癖があるわたしを支えていたのは、

「どうか日本を偉大な国にしてください」といって死んでいった 22 歳の青年学徒兵の願いであ

った事は確かです。そして私はそれを「道義大国」と読みかえていました。港ユネスコの会員の

皆さんの真摯な平和と正義を愛する心根に励まされ、身近にいらした副会長をはじめとする役員

の皆さんの実質的なサポートがあって、大過なくやり遂げることが出来たものと、あらためて感

謝いたします。

そしてもう一ついつも私の精神の重しとなってくださっていたのは、初代会長として、繁栄の

昭和の 10 年を務められ、名誉会長になってくださっていた丹下健三先生の名誉を傷つけるよう

なことがあってはならないという自戒の念でした。皆さん、新会長高井光子さんの下で、ますま

す素晴らしい活動が展開することを願っています。

（2010・5・16）
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港区長 武井雅昭
港ユネスコ協会顧問

このたびは、三輪公忠名誉会長のご就任、誠におめでとうございます。併せ

て、港ユネスコ協会会長として、18 年間の長きに亘り、国際的相互理解の促進

や世界平和の発展のために多大なるご尽力をいただきましたことに深く感謝申

し上げます。

顧みますと、会長としてご活躍いただいた 18年間は、港区の国際化が一段と

進んだ時期でありました。会長に就任された平成４年には、港区に外国人登録

をされている方は約１万２千人でしたが、現在では、約２万２千人、総人口の

１割近くにあたり、約 130 か国の国籍に及びます。

三輪公忠名誉会長はじめ、港ユネスコ協会の皆さんには、この間、区との相互連携のもと、国際色

豊かな特性を有する港区において、多文化共生社会の構築に大きくご貢献いただきました。

お陰を持ちまして、港区は、多言語・多文化の人々が隣人としてともに暮らす、全国でも極めて特

徴的な都市として発展しています。名誉会長に就任された後も、これまで培われた幅広い知識と豊富

なご経験を活かされ、なお一層、港区の国際化推進へのご支援、ご協力をいただきますようお願いい

たします。

結びに、港ユネスコ協会の益々のご発展と、三輪公忠名誉会長をはじめ会員の皆さんのご健勝、ご

活躍を心から祈念し、お祝いの言葉といたします。

港ユネスコ協会理事 長門芳子
いっくら国際文化交流会･宇都宮ユネスコ協会 会長

「素晴らしい出会いは人生を豊かにする」と言われるが、1974 年末から 7 年

余り、夫の転勤で港区に居住したご縁で、港ユネスコ協会設立準備から婦人活

動委員長として草創期の活動に参画、数々の貴重な出会を重ねた｡

三輪会長との出会いは｢いっくら｣創設時に､Inter-Cultural Community Life

Association の立派な英語名を名付けて頂き､一介の主婦の夢｢国際 NGO 活動を

この地に !｣をお陰様で実現出来た｡ 温かいご指導に感謝している｡

港ユネスコ協会監事 菊地賢介
ヒューズ合同会社 会長

1992 年 5 月に港ユネスコ協会会長に就任され、18 年もの間、協会のために歩

み続けて来られた事に、改めて敬意と感謝を申し上げます。

会長に就任された事がつい昨日のことの様に思えてなりません。その 18年間、

三輪会長自ら各事業に積極的に参加されると共に、会員一人ひとりと話し合い、

事業活動を通して自然にユネスコ協会の「国際平和と人類の共通の福祉」とい

う目的を会員が肌で体験できた事と思います。また、長年ブレティンの巻頭言

を執筆され、多くの国際社会で起きている現状と国内問題を鳥の目で客観的に

分析して我々会員をはじめ多くの関係機関に考えを伝えて頂き、大変分かり易

く理解する事が出来ました。

改めて 18 年間の会長職としてのご指導、ご協力に心から感謝申し上げると共に、陰で三輪会長を

目立たなくサポートされてきた奥様のご協力に改めて敬意を表する次第です。

～三輪公忠名誉会長就任に寄せて～
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～三輪公忠名誉会長、高井光子会長を支える 5名の副会長からのご挨拶～

松本 洋

先ず、三輪公忠先生が港ユネスコ協会の会長職を文字通りリーダーとして、18

年間にも亘って献身的に続けられたことに深甚な感謝を表します。特に、私共担

当の学術文化委員会活動の国際シンポジウムに対しては、テーマの設定、パネリ

ストの選定、そして実施のコーディネーターとして大きく貢献、指導をいただき

ました。

また、この度 4 月 24 日の総会で選出された高井光子新会長は、港ユネスコ協

会が 1981 年に発足以来、理事、副会長として各種委員会、活動に積極的に参加

され、また対外的には、東京都ユネスコ連絡協議会、日本ユネスコ協会連盟とも

連携されてこられました。まさに 30 年近く高井新会長は、港ユネスコ協会を通

じて、日本でのユネスコ活動に専心しておられます。

今回の会長就任は個人的諸事情を抑えての受諾であり、われわれ役員は会員各位とともに、高井新

体制を支援していくべきと存じます。

これからの港ユネスコ協会活動については、先年２５周年記念集会時に磯村尚徳氏に指摘された「ユ

ニセフ」に一般認知度で負けない「ユネスコ」活動の展開を心がけるべきでしょう。

William Auckerman
アカーマン ウィリアム

It has been my pleasure to work with Dr. Miwa for
the past 16 years. I would like to thank him for his
incredible efforts, and congratulate him for his enduring
accomplishments. During his tenure as president, he has
been more than a leader – he has been the very heart of
the Minato UNESCO Association. Although he will be
missed, I’m sure that MUA will continue to be successful
under the guidance of M. Takai.

過去 16年間、三輪会長とお仕事が出来たことは、私にとってたいへん光栄でした。三輪会長の素晴

らしいお仕事に感謝すると共に、港ユネスコ協会でのご功績にお祝いを申し上げます。御在任中は単

に私達のリーダーにとどまらず、港ユネスコの心臓部となっていらしたと思います。三輪会長の退任

は惜しまれますが、高井新会長の下、港ユネスコは躍進を続けていくと確信しております。
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清水 軍治

30 年前、まだ黒い髪が多かった頃、港区社会教育課に呼ばれました。それはユ

ネスコ協会設立の準備会でした。協会名を“港区ユネスコ協会”と提案したので

すが、「もっと広い目を持つべきである」と“区”は消されてしまいました。以来、

狭い見識の私には果たして自分の泳ぐ池なのか？と未だに引きずっています。幸

いなことに 18 年間会長を務められた三輪公忠名誉会長の学識豊かなご指導を得

て、二度目の副会長をさらに 2 年続けることになりました。高井新会長の女性と

しての木目細かい活動に期待しつつ、当協会を改めて見回すと、一．会員の減少、

二．会員の高齢化、三．事業のマンネリ化と新事業の企画欠如、があります。

本年 7月 25 日（日）に宇都宮ユネスコ協会の協力を得て行う事業「UNESCO ユース・フォーラム in

みなと 2010」は、日本への留学生のみなさんと、特に港区内の中高生の参加を得て、彼らの国々と

日本の文化を語り合いながら、国連憲章にあるユネスコ精神を広く啓蒙し、会員の増加につなげる意

義のある事業と思います。

みなさまの力を是非お貸しください。

中川 統夫

三輪公忠名誉会長大変お疲れ様でした。そして有難う御座いました。1981 年の

港ユネスコ協会創立時より 30 年。そして会長として 18 年の長きに亘る当協会への

情熱と強いリーダーシップによる功績は言葉では言い尽くせないほど大きなもの

であることは誰もが認めるところであると思います。

最近、私は港ユネスコ協会創立 20 周年記念のブレティン巻頭言集を読み直して

みました。そこには三輪名誉会長の卓越した歴史観や高い思想に基づく真理が鏤め

られており、人生の指針ともなるべきエッセンスであると改めて感じました。また、

発行より 10 年が経過してますますその言葉が輝きを増していることも驚きに値す

ると感じています。

これこそが、港ユネスコ協会が民間ボランティアの粋をはるかに超えた高いレベルでの活動を続け

てくることが出来た理由であり、改めて三輪名誉会長に心より感謝を申し上げたいと思います。

今後も港ユネスコ協会の名誉会長として、我々を暖かく見守って頂き、時には厳しいご意見を頂戴

できればと思っています。

棚橋 征一

この度、当協会のトップ異動に連動する形で、図らずも副会長に就くこととな

りました。これ迄、永年に亘って「一隅を照らす」をモットーに、自分として関

心があり、また自分のスキルを活かせる広報ブレティン・インターネット委員会

の活動、特に英文ブレティンの編集・刊行を担当してきました。この関係で毎号

の巻頭言を三輪名誉会長にお願いしてきましたが、大所高所から的確に時流をと

らえたテーマの原稿を一番に見せて頂くのが大いなる楽しみでした。

今後は、これに加えて、友金常任理事が中心となって当協会の貴重な自主事業

に育て上げてこられた語学研修委員会の活動にも参画させて頂くことになりま

した。当協会全体の運営に関わる事項についても、少しでも高井新会長のお役に立てるよう、自分な

りの知恵を絞って、微力を尽くす所存でおります。今後ともよろしくお願いいたします。
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2010 年度の定期総会より～新会長が決定～
日時： 4 月 24 日（土）午後 1:00～午後 3:30

場所：港区立生涯学習センター101 号室

港ユネスコ協会の今年度の定期総会が 4 月 24 日（土）に開催されました。

今回の総会で、これまで 18 年間会長として当協会をリードしてこられた三輪公忠会長が名誉会

長に退かれ、新会長には協会設立から約 30 年間協会のために陰に陽に頑張ってこられた高井光子

副会長が就かれることになりました。

議案審議終了後に会長就任の挨拶に立った高井新会長は、三輪会長のこれまでの功績にお礼を述

べた上で、ユネスコの理念に則った平和な地球社会の実現につながる活動、港区の地域性を活かし

た活動を行っていきたいと表明されました。続いて、会長を退かれる三輪新名誉会長が挨拶に立た

れ、港ユネスコ協会の設立に貢献された丹下元名誉会長、松本重治元国際文化会館理事長、永井道

雄元文部大臣にまつわるお話をされた上で、会員に対してこれからは高井新会長をサポートして港

ユネスコ協会の更なる発展につなげていただくよう、述べられました。

今年の総会では、協会の会則改正も議案に上りました。改正の骨子は、「名誉会長」の規定を設

けるとともに、常任理事会と理事会の役割を明確にするものです。本議案の承認に続いて、新役員

（案）が承認されました。役員の主な変更は、会長の交替のほか、塩尻宏元リビア大使と東郷和彦

元オランダ大使の新理事ご就任、大塚雄司理事（本年 1 月 10 日ご逝去）と金子義和理事のご退任

がありました。また、新たに棚橋征一常任理事が副会長に、秋山雅代会員開発委員長と事務局長の

水野隆が常任理事に就任いたしました。

総会に続くアトラクションとして、今回は「日本・インドネシア交流の会」

と称して、インドネシア人女性５名の舞踊グループによるインドネシア各地に

伝わる伝統の舞踊を披露していただきました。伝統的できらびやかな衣装に身

を包んだ 5 人が 3 組に分かれて、いろいろな機会に舞う各地の踊りを音楽に合

わせて踊ってくれました。

インドネシアの舞踊に先立って、療養中のためご出席いただけなかった武井

雅昭港区長の代理としてご出席下さった港区教育委員会の高橋良祐教育長か

ら、武井区長のご挨拶を代読いただき、また、塩尻理事と東郷理事からも理事

就任のお言葉をいただきました。

最後は、舞踊グループのご好意で、「踊りの体験」の時間も設けられ、

交流の会は楽しい雰囲気の中で幕を閉じました。

（事務局長 水野隆）
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会員開発委員会

担当常任理事：友金守、秋山雅代

委員長：成瀬成子

副委員長：三好潤、井口フミ子

会員開発委員会は今年度も、会員増を図り、会員同士の親睦を

深める沢山の楽しい行事を企画致します。和気藹々の当委員会

のメンバーになって、貴重な意見やアイデアを提供してくれる

方、大歓迎です。ＭＵＡサロン、日帰りバスツアー、大使館訪

問、新年懇親会、等々。（秋山）

広報ブレティン・インターネット委員会は、ＭＵＡの活動を日本

語及び英語のブレティンとしてそれぞれ 3 ヶ月毎に発行すると共

に、インターネット上でのホームページを通じて広く情報発信し

ている。限られた人数での活動ではあるが、チームワーク良く効

率的な情報発信を心がけて活動を進めていきたい。（須田）

広報ブレティン・

インターネット委員会

担当常任理事：島田和美

委員長：須田康司

学術文化委員会は昨年度、久しぶりに新しい委員に加入して頂き、昔か

らのメンバーは欣喜雀躍、「手の振り足の舞うところを知らず」という

有様です。とりわけ国際シンポジウムは責任が重いので、チームワーク

を大切にしつつ頑張りたいと思います。シンポジウムのテーマ等につき

ご意見・ご要望がありましたら遠慮なくお寄せください。（宮下）

学術文化委員会

担当常任理事：宮下ゆか里

平方一代

委員長：佐野幸子

副委員長：松崎加寿子

ユネスコ憲章「教育・科学・文化」を基本に国際理解を深める為、大

使館、文化人、ジャーナリスト…多岐にわたる講師により、世界の国々

に住む人々の生活や文化、歴史、その国の国際事情などのテーマ作り

を考えて、分かり易く解説して頂く講演会を開き、又、識字活動と世

界平和のためのコーアクション活動をする、楽しい委員会です。（渡部）

国際理解講座委員会

担当常任理事：渡部俊子

中前由紀

委員長：アカーマン京子

奥村和子

語学研修委員会では、初級/中級の英会話コースを開講しています。

アメリカ人講師によるジョークを交えた楽しい授業を毎週行ってい

ます。英会話力アップの意思のある方なら、どなたでも大歓迎です。

是非ご参加下さい。詳細は港ユネスコ協会 HP をご覧下さい。（篠田）

語学研修委員会

担当常任理事：友金守

委員長：篠田健司

副委員長：福原忍、山澤絵海

世界の味文化紹介は今年も年 3 回開催予定。日本語の上手なネイティブ

の講師との打ち合わせや相談を経て、当日は心のこもった家庭料理を学

びながら、背景にある歴史、文化、環境に思いをはせ、同じ地球市民と

しての相互理解を拡げます。（今村）

世界の料理委員会

担当常任理事：今村孝子

副委員長：山本由美

今年度も、10 月 10 日(土)11 日(日)芝公園で、みなと区民まつりに

参加します。各委員会の宣伝、ミニ・バザー、アラブ・イスラム文化

の紹介などを行う予定です。今年も秋晴れになりますように!!（北岡）

みなと区民まつり委員会

担当常任理事：島田和美

委員長：北岡修

ここ数年休眠状態でしたが、当協会の再活性化に一番近いところにいる

のが、ユース活動委員会です。今年度は、事業を本格的にテイクオフさ

せたいと思っています。６月に「ユースと外国人のための浴衣体験教室」

を、７月には「UNESCO ユースフォーラム in みなと 2010」を開催

します。乞う、ご期待。（平方、笠原）

ユース活動委員会

担当常任理事：平方一代

委員長：笠原正子
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事務局便り
【新入会員】 《個人会員》篠崎淑恵さん、宏林光子さん、杉本兼一郎さん、《賛助会員》塩尻宏さん、

《個人会員》深川忍さん、斉藤由美さん、大導寺真理さん、石原明子さん、

井出由紀子さん（復帰）、武田香代子さん ＝以上入会順＝

【今後の行事予定】（詳細はチラシやホームページ上他で別途ご案内いたします）

☆ 6 月 9 日(水) 18:30～20:30 「新入会員を囲む会」（生涯学習ｾﾝﾀｰ）

☆ 6 月 26 日(土) 13:00～16:00 「ユースと外国人のための浴衣体験教室」（生涯学習ｾﾝﾀｰ）

☆ 7 月 7 日(水) 18:30～20:30 「MUA サロン『自然染め２０００点』」（事務局）

☆ 7 月 24 日(土) 12:00～15:30 「インドネシアの家庭料理」（男女平等参画ｾﾝﾀｰ）

☆ 7 月 25 日(日) 13:00～16:00 「UNESCO ユースフォーラム in みなと 2010」（男女平等参画ｾﾝﾀｰ）

（注：留学生との交流を図る新しいイベントです。）

☆ 8 月 5 日(木) 18:30～20:30 「国際理解講演会（パキスタン）」（生涯学習ｾﾝﾀｰ）

＝今年度も沢山のイベントを行います。奮ってご参加ください。お待ちしています。＝

～ご寄付ありがとうございました～

・協会事務局へ：高井光子様より デジタルカメラ、IC レコーダー各１台（2010.4.16）

・ユネスコ世界寺子屋運動へ：（特活）青少年国際教育促進協会様より 95,835 円（2010.4.28）

事務局スタッフ交替のお知らせ

４年半の間事務局で経理を中心に仕事をしてこられた笠原正子さんが、5 月末に事務局を離れ、

その後はユース活動委員会で活躍されることになりました。

笠原さんの後任として、6 月からは深川忍さんが事務局に入られることになりました。

笠原さん、ご苦労様でした。みなさん、深川さんをよろしくお願いいたします。

港 ユ ネ ス コ 協 会 事 務 局 （ 火 ～ 金 1 0 : 3 0 ～ 1 7 : 3 0 ）

〒105-0004 東京都港区新橋 3-16-3 TEL 03(3434)2300 FAX 03(3434)2233

電子メール：minato-unesco@nifty.com ウェブサイト：http://minato-unesco.jp/

■編｜集｜後｜記■

◇ 6月初旬はまばゆい新緑の季節も終え、梅雨が始まる時期にあたる。鬱陶しくはあるが、大地の作物にとっ

ては大事な天の恵みをもらう季節でもある。自然の営みを大いに満喫することにしよう。（須田康司） ◇引き続

き和文ブレティンの編集に関わらせていただきます。(高井光子） ◇ベルリン映画祭で寺島しのぶさんが主演

女優賞を獲った反戦映画「カタピラー」を見る機会があった。戦時下の日本社会の断面が鮮烈に伝わってくる

気がした。若い人たちにはぜひ観て欲しい作品だ。（棚橋征一） ◇この号は「特集号」の意味で、大勢の方に

ご寄稿をお願いしたため、原稿集めを含めて編集作業が大変でした。特に、編集担当の島田さん、ご苦労様で

した。（水野隆） ◇ご寄稿くださった皆さま、事務局の皆さま、ご協力に心から感謝申し上げます！（島田和美）

事務局からのお願い（重要）

2010 年度（2010 年 4 月 1 日～2011 年 3 月 31 日）の年会費を未だお納めいただい

てない会員の皆様には、次のいずれかの方法でお早めにお納めいただきたくお願い

いたします。

① 郵便払込：口座番号００１８０－８－１８００５５、加入者名「港ユネスコ協会」

② ご持参：事務局まで（火曜～金曜、祝日を除く。10:30～17:30）

2009 年度分を未納の方は、二年分をお納めいただきたくお願いいたします。

（法人会員の方には、別途ご連絡をお送りいたします）

ご質問等は事務局（03-3434-2233）までお寄せください。


